
研究目的
　美術館の広報においてSNSの利用は増えている。費用面や利
用者とのコミュニケーションが可能な面からも美術館広報の
SNS利用はメリットが大きい。本稿では、これまでの博物館・美
術館の広報活動方法の変遷を辿った後、特に近現代美術を扱う美
術館のSNSを使った広報活動における現状を調査し、その影響
やSNS利用の在り方を考察する。本稿の内容が現時点のSNS利
用の記録になると共に、美術館の広報活動の一助になれば良い。

美術館広報の軌跡と現状
　第1章では、日本博物館協会の博物館総合調査報告書のデータ
や博物館関連の法律等を調査し、館のSNS利用が普及してきて
いることや、自館の魅力等の発信手段としてインターネットが認
められ、さらに、広報や宣伝、ファンドレイジングを担当できる
知識やスキルが学芸員や博物館に携わる人材に必要であると認め
られたことが窺えた。これらから、館の広報には「美術館の責務
を全うすることで得られる信頼」と「美術をより身近に楽しく面
白く」のバランスを保つことが重要である。そのためには、閲覧
者が求めていることの分析、マーケティングへの理解、営利組織
(企業)や非営利組織(他館)等の広報活動の分析、広報活動専門
部署の設立等、必要となる知識や技術、経験は多岐にわたる。
　第 ２ 章 で は、Instagram や X( 旧 Twitter)、Facebook、
YouTube、TikTokなどのSNSを特徴別に分類し、美術館の利用
例や特徴、相性を調査、印象や影響を検討した。美術館のSNS広
報において、先進的な取組をしてきた森美術館がSNSのプロモー
ションで優位な理由は、①SNSのアカウントを運営する専門の人
材がいる点、②この人物がマーケティングや広報に精通しプロ
モーションについての分析ができる点、③撮影やその写真のSNS
への投稿を可能にしている点、④企業が運営する私立美術館なら
ではのスピーディな意思決定ができる点、⑤現代美術という若者
に興味を持たれやすい分野である点があることが分かった。ま
た、SNSにおけるコラボレーションやハッシュタグは今まで芸術
に興味やきっかけがなかった層へのアプローチに加え、ファン心
理も相まって、感想ポスト等が投稿されやすいこともあり、効果
的であると思われる。お互いがそれぞれのフィールドの中で協力
することでインフルエンサーと美術館との関係性を構築している
ことが窺える。
　美術館に関連する動画には多くの感想や応援等のコメントも寄
せられ、実際の行動に繋がったというコメントもある。また、動

画投稿サイトには多くのクリエイターがおり、美術館が公式的に
発信できる内容の枠を超えて様々な層を対象とした多くの情報を
発信している。一方、美術館のみの独自のコンテンツでは、編集
技術や企画力、話題性、知名度などの部分において限界がみられ
る。それゆえに、人気なプラットフォームの中でプロモーション
の一端として、数々の動画と肩を並べて視聴される動画を作るの
であれば、外部の力を借りるのが効果的かもしれない。

結論
　美術館のSNS利用については、「求められる部分」と「目指すべ
き部分」があると考えられる。
　まず、「求められる部分」とは、公平で公正で倫理的であり、正
確な情報を発信する責任である。ネット炎上等の危険性を念頭に
置いた慎重で誠実な運用や、担当者の負担軽減のための仕組みづ
くり、さらに、ノウハウの蓄積のための継続的なSNSの運営担当
者の配置も必要である。発信内容としては、美術館の基本的な情
報を継続的に何度も発信していくことが大切である。
　また、「目指すべき部分」とは、館の認知度を上げ、魅力を伝え
るための取組であり、そのためにも、SNSの中で手に入れられる
情報は継続的にアンテナを張り、自館の魅力や特徴から効果的な
伝え方等は何か考えながら、活用していくべきである。
　美術館のみの力だけでは限界を感じる部分では、より魅力を伝
えるための取組の一つとして、プロモーション力の高い作家や、
外部のストリーマーやインフルエンサー、タレントとのコラボ
レーションを通して、ジャンルを超えた波及とエンターテインメ
ント性のある広報が期待できることがSNSを通した広報の一つ
の魅力であると感じられる。ただ、こういったコラボレーション
においては、正しい情報の発信のために、コンプライアンスの遵
守し、企画の立案の段階で美術館側が介入すべきである。その他、
SNSを利用するにあたって、広報のSNS利用において何が目的
で何が目標で、何が手段であるかの主従を見誤るべきではない。
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